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VS

豊後大野市（人口 36,760 人）

八女市 （人口64,580人）

早朝に行われたオープニングイベント

リズムに合わせてフラダンス

意外に難しい風船バレーボール

親子で一緒に運動を楽しみました

ニュースポーツの囲碁ボール

笑顔でたのしく「ミズノながら運動」

チャレンジデー・２０１８
豊後大野市に僅差の勝利！

好天に恵まれ屋外でも
スポーツを楽しみました

　毎年５月の最終水曜日に世界中
で行われるスポーツイベント「チャ
レンジデー2018」が、5月30日
㈬に開催されました。これは、１日

15分以上の運動やスポーツに取り組んだ住民
の参加率を人口規模がほぼ同じ自治体と競い合
うイベントで、3回目の参加となる今年は、大
分県豊後大野市と対戦しました。当日早朝、八
女公園で行われたオープニングイベントには、
約200人が参加し「仕事前のリフレッシュ体操」
を行い、気持ち良い汗を流しました。
　この日は市内各所でさまざまなスポーツイベ
ントが企画され、ニュースポーツの紹介や子育
て支援施設での親子運動、スポーツ施設の無料
開放、各種スポーツ体験教室などが行われまし
た。夜には、㈱ミズノ監修の「ミズノながら運動」
教室なども開催され、早朝から夜遅くまで多く
の市民がスポーツ・運動に取り組みました。夜
9時に参加者からの報告を締め切り、集計の結
果、八女市（人口64,580人・参加者数30,530
人・参加率47.3％）、豊後大野市（人口36,760人・
参加者数16,694人・参加率45.4％）で、わず
か1.9％の僅差で勝利を収めました。
　昨年の参加率40.4％を大きく上回る参加率
となりチャレンジデーは多くの方々に浸透しつ
つあります。今後も日常的にスポーツ・運動に
親しみ、健康増進の取り組みを進めていただき
たいと思います。チャレンジデーへの参加・協
力ありがとうございました。



2　2018.6.15　広報八女

　
近
年
、
局
所
的
に
大
雨
を
も

た
ら
す
い
わ
ゆ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

や
長
期
間
に
わ
た
っ
て
雨
が
降

り
続
く
長
雨
な
ど
の
発
生
が
多

く
な
り
、
冠
水
や
洪
水
、
土
砂

災
害
等
が
発
生
す
る
頻
度
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、

発
生
す
る
と
瞬
時
に
大
き
な
被

害
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
大
変

危
険
で
す
。
土
砂
災
害
発
生
の

危
険
性
が
高
ま
っ
た
時
は
、「
土

砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ

れ
ま
す
が
、
発
表
さ
れ
て
い
な
く

て
も
、
普
段
と
違
う
異
常
を
感

じ
た
時
は
早
目
の
避
難
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　　
災
害
に
対
し
素
早
く
行
動
す

る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え

が
大
切
で
す
。
事
前
に
避
難
す

る
場
所
を
確
認
し
た
り
、
気
象

情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
か
ら
避
難
情
報
が
発
令
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、雨
量
の
情
報
、

周
囲
の
前
兆
現
象
に
注
意
し
、

異
変
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
、
自
主

的
に
避
難
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
夜
中
、
周
り
の
状
況

が
確
認
し
づ
ら
い
時
や
、
す
で
に

災
害
が
発
生
し
始
め
て
い
る
よ
う

な
時
は
、
屋
外
を
移
動
す
る
の
は

大
変
危
険
で
す
。
建
物
の
倒
壊

な
ど
の
心
配
が
な
く
、
土
砂
災

害
や
河
川
氾
濫
の
心
配
が
な
い

場
合
な
ど
は
、
そ
こ
に
留
ま
る
こ

と
が
安
全
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
は
、
自
宅
の
２
階

や
が
け
か
ら
離
れ
た
部
屋
な
ど
、

比
較
的
安
全
な
場
所
に
退
避
し

て
く
だ
さ
い
。

梅
雨
時
期
に
備
え
る

平
成
24
年
・
平
成
29
年
の
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
、
ま
た
い
つ
大
き
な
災
害
が
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
災
害
が
身
近
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
梅
雨
時
期
は
、
大
雨
や
長
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
や
水
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
災
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
雨
量
や
土

砂
災
害
の
前
ぶ
れ
に
注
意
し
、
避
難
方
法
や
避
難
場
所
を
確
認
す
る
な
ど
「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
気
持
ち
で
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
へ
の
備
え
と
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　八女市では、全世帯の世帯主に対し、防災ラジオを無償
で貸与しています。市から、警戒が必要な気象情報や避難
に関する情報などは、まず防災ラジオでお知らせします。防
災ラジオは必ずＡＣアダプターをコンセントに差して使用し、
いつでも受信できるようにしておきましょう。
　また、停電に備えて電池も準備しておきましょう。
　防災ラジオを受け取っていない、故障しているなどの場合
は企画政策課または各支所総務課へお問い合わせください。
◦問い合わせ＝企画政策課秘書広報係（☎ 23・1110）

大
雨
や
土
砂
災
害
の
発
生
頻

度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

早
め
の
準
備・早
め
の
避
難

まずは防災ラジオでお知らせします
緊緊
急急
情情
報報

平成 29 年 10 月1日に開催された八女地区総合防災訓練
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大
雨
・
土
砂
災
害
対
策
の
基
本
は

情
報
収
集
で
す
。
雨
が
降
っ
て
い
る

時
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
電
話
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活

用
し
、
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

① 

テ
レ
ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン

テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
に
ｄ
ボ
タ
ン
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
を
押
す
と
八
女
市
の

雨
の
情
報
や
河
川
の
情
報
、
土
砂
災

害
危
険
度
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

② 

防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん

大
雨
注
意
報
や
警
報
な
ど
の
気
象
情

報
や
避
難
勧
告
な
ど
の
防
災
情
報
を

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
て
く
れ
ま
す
。

防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
Ｈ
Ｐ
か
ら

無
料
で
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
」
と
検
索

し
Ｈ
Ｐ
か
ら
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

気
象
庁　
危
険
度
分
布

気
象
庁
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
し
て
い
る
洪
水
警
報
の
危
険
度
分

布
で
は
、
土
砂
災
害
や
浸
水
害
、
洪

水
の
災
害
発
生
の
危
険
度
を
予
測
し

5
段
階
に
分
け
て
、
視
覚
的
に
分
か

り
や
す
く
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

発令区分 住民に求める行動（抜粋）

避難準備・
高齢者等
避難開始

避難に時間のかかる要配慮者とその支援者
は立ち退き避難する。その他の人は避難の
準備を整えるとともに以後の防災気象情報
等に注意を払い、身の危険を感じたら躊躇
なく自発的に避難する。

避難勧告

指定緊急避難場所へ速やかに避難する。避
難はかえって危ないと自ら判断する場合は、
近隣の安全な場所への避難や屋内のより安
全な場所へ避難する。

避難指示
（緊急）

すでに災害が発生していてもおかしくない
極めて危険な状況となっており、緊急に避
難する。避難はかえって命に危険を及ぼし
かねないと自ら判断する場合は、近隣の安
全な場所への避難や屋内安全確保を行う。

避難に関する言葉について

危険度

高い

◦火災・救急・救助
◦事件・事故
◦防災関連機関
　八女市役所
　八女県土整備事務所
　八女消防本部
　八女警察署
◦医療機関(救急指定病院）
　公立八女総合病院
　柳病院
　川﨑病院
　馬場病院（広川町）
　姫野病院（広川町）
◦電気関係
　九州電力八女営業所
◦水道関係
　八女市役所上下水道局
◦その他
　八女市役所建設課
　八女市役所農業振興課

119番
110番

☎ 23・1111
☎ 22・6982
☎ 24・0119
☎ 22・5110

☎ 23・4131
☎ 23・2176
☎ 23・3005
☎ 32・3511
☎ 32・3611

1 0120・986・210

☎ 23・1949

☎ 23・1961
☎ 23・1118

災
害
時
の
緊
急
連
絡
先
は
普
段
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

※
電
話
す
る
時
は
、
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
状
況
を
は
っ
き
り
伝
え
ま
し
ょ
う
。

緊急時の連絡先

気
象
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　平成 24 年の九州北部豪雨では、八女
市は甚大な被害を受けました。平成 28
年の熊本地震、平成 29 年の九州北部豪
雨など、近年自然災害が毎年のように発
生しています。平成 24 年の災害時には、
私の住む川崎地域でも、目の前でみるみ
るうちに川が増水し、氾濫しました。あ
のときの光景は生涯忘れることはできな
いでしょう。
　市内五つの消防団が一つになり、新八
女市消防団が発足して 4 年目になりまし
た。1,751 人の団員で八女市の安心安全
のために頑張っています。
　災害時は自助、共助、公助が基本で
すが、自助の次にぜひ「近助」を入れて
ください。日頃から住んでいる地域の状
況を把握し、近所に高齢者だけの世帯
や、身体の不自由な方がおられたら、も
しもの時には率先して避難誘導を行って
いただければと思います。合い言葉は「6
年前の 7.14 を忘れるな」。いつ災害が起
きるかわからない現在、みんなで協力し
あいながら地域を守っていきましょう。

八女市消防団団長  
　　　　山下 繁敏さん

「
７・１
４
を
忘
れ
る
な
」

を
合
い
言
葉
に
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第
２
回
福
岡
県
消
防
協
会

八
女
支
部
消
防
操
法
大
会

◦
日
時
＝
６
月
24
日
㈰
８
時
20

分
開
会

◦
会
場
＝
上
陽
町
春
の
山
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課

（
☎
２
３・１
７
３
１
）

　

消
防
団
員
の
技
術
向
上
と
士
気

高
揚
、
消
防
活
動
の
充
実
強
化
を

目
的
と
し
て
、
八
女
支
部
消
防
操

法
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
の

操
法
大
会
で
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
６
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
12

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
部
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
７
月
に
行

わ
れ
る
福
岡
県
消
防
操
法
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

　

八
女
市
の
安
全
安
心
を
守
る
消

防
団
員
が
連
日
連
夜
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
す
る
大
会
で
す
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。大
会
当
日
は
、

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
防
災
に
つ
い
て
学
べ
る
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

八
女
支
部
消
防
操
法
大
会
を
開
催
し
ま
す

　
５
月
27
日
㈰
、
八
女
市
・
広
川
町
・
八

女
市
消
防
団
・
広
川
町
消
防
団
・
八
女
消

防
本
部
お
よ
び
筑
後
地
域
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
の
合
同
で
「
八
女
地
区
災
害
情
報
伝

達
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
訓
練
は
、

八
女
地
区
に
大
規
模
な
豪
雨
災
害
が
発
生

し
た
と
い
う
想
定
の
も
と
、市
、消
防
本
部
、

消
防
団
が
情
報
の
伝
達
・
共
有
を
行
っ
て
、

い
か
に
災
害
に
対
処
す
る
か
を
ブ
ラ
イ
ン

ド
方
式（
※
）に
よ
り
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
久
留
米
市
に
あ
る
筑
後
地
域
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
か
ら
出
さ
れ
た
事
案
を
市
役
所

本
庁
、
各
支
所
、
消
防
本
部
や
各
分
署
に

お
い
て
市
職
員
、
消
防
職
員
、
消
防
団
幹

部
が
受
け
、
対
応
を
検
討
し
、
関
係
機
関

へ
指
示
、
連
絡
、
応
援
要
請
を
す
る
等
、

連
携
を
取
り
な
が
ら
想
定
さ
れ
た
事
案
に

対
処
し
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
に
よ
り
、

大
規
模
災
害
時
の
対
応
や
情
報
連
携
、
伝

達
体
制
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
ブ
ラ
イ
ン
ド
方
式
と
は
、
参
加
者
に
事

前
の
訓
練
の
進
行
や
シ
ナ
リ
オ
を
与
え
ず

想
定
（
課
題
）
の
み
を
与
え
る
実
践
的
な

訓
練
で
す
。

災
害
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

　八女市では、大規模な災害が発生した
際に、家族などの援助が困難で、何らか
の助けを必要とする人、日常生活で見守り
や安否確認に不安を感じている人の登録
を行っています。登録された人の名簿は、
お住まいの行政区長、民生委員児童委員
などにお渡しします。
◦登録の対象者
　日常生活では見守り等に利用されます
が、災害が発生したり、災害が予想され
たりする場合は、安全に避難するための支
援情報として活用されます。登録の際には、
申請と併せて支援員の登録も必要です。
① 75 歳以上の独居および高齢者世帯
② 要介護認定 3 以上 ( 在宅の人 )
③身体障害者手帳の等級が 1級または 2
級 ( 在宅の人 )
※前記以外でも希望する人は登録するこ
とができます。
◦問い合わせ＝防災安全課消防防災係（☎
23・1731）または各支所総務課

避難行動要支援
者支援制度の登
録について
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児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児

童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
況

届
を
提
出
し
な
い
と
、
６
月
分
以

降
の
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　「
現
況
届
」
は
、
子
育
て
支
援

課
か
ら
６
月
11
日
㈪
に
発
送
し
て

い
ま
す
。
内
容
を
確
認
後
に
押
印

し
、
必
要
な
書
類
を
付
け
て
、
切

手
を
貼
っ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
は
市
役
所
本
庁
や
各

支
所
へ
直
接
持
参
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

◦
受
付
期
間
　
　

６
月
11
日
㈪
か
ら
６
月
30
日
㈯

ま
で
の
間
に
同
封
の
返
送
用
封
筒

に
切
手
を
貼
っ
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。

※
受
付
期
間
中
に
持
参
す
る
人

は
、
八
女
市
役
所
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
に
平
日
の
９
時
か
ら
17
時
15
分

ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
本
庁

で
は
、
水
曜
日
の
み
19
時
ま
で
受

付
が
で
き
ま
す
）。

◦
添
付
す
る
も
の

①
受
給
者
（
父
ま
た
は
母
、
扶
養

義
務
者
）
の
健
康
保
険
証
の
表

面
の
写
し

②
受
給
者
が
児
童
と
別
住
所
の

場
合
は
、
別
居
監
護
申
立
書
（
児

童
が
八
女
市
外
の
場
合
は
児
童
の

世
帯
の
住
民
票
謄
本
が
必
要
で

す
）

※
詳
細
は
、「
現
況
届
の
ご
案
内
」

（
６
月
11
日
発
送
）
を
お
読
み
く

だ
さ
い
。

※
父
母
の
う
ち
所
得
の
高
い
人
が

受
給
者
に
な
り
ま
す
。
平
成
29

年
中
の
所
得
で
受
給
者
の
変
更
が

あ
る
場
合
は
、
手
続
き
の
た
め
来

庁
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
公
務
員
は
、
勤
務
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
・
30
年
度
八
女
市
競
争
入
札
参

加
資
格
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
市
内
業
者
の

方
で
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
の
、
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

◦
登
録
有
効
期
間
＝
平
成
30
年
10
月
1
日

～
平
成
31
年
9
月
30
日

◦
対
象
＝
八
女
市
内
に
本
社
を
有
す
る
業
者

お
よ
び
八
女
市
内
の
支
店
・
営
業
所
等
に
年

間
委
任
す
る
業
者
の
方

◦
申
請
受
付
期
間
＝
７
月
17
日
㈫
～
７
月
31

日
㈫
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

◦
申
請
要
領
お
よ
び
様
式
＝
６
月
15
日
㈮
か

ら
八
女
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

◦
審
査
期
間
＝
７
月
２
日
㈪
～
7
月
13
日
㈮

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

◦
審
査
に
必
要
な
書
類
＝
①
経
営
事
項
審
査

結
果
通
知
書
の
写
し
（
工
事
の
み
、
平
成
30

年
７
月
１
日
現
在
有
効
な
も
の
）

②
国
税
、
県
税
お
よ
び
市
町
村
民
税
（
※
）

の
滞
納
の
な
い
証
明

※
本
店
が
八
女
市
外
に
あ
る
場
合
は
、
本
店

所
在
地
の
市
町
村
民
税
に
か
か
る
滞
納
の
な

い
証
明
が
必
要

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
契
約
係
（
☎
２
４・

８
０
２
０
）

競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
申
請
（
工
事
・

委
託
・
物
品
）
を
受
け
付
け
ま
す
。

競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
を
さ
れ
て
い

る
市
内
業
者
の
方
は
、
中
間
年
の
資
格

審
査
を
行
い
ま
す
。

児
童
手
当
の「
現
況
届
」は
忘
れ
ず
に

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
係
（
☎
２
３
・１
３
５
１
）

競争入札参加資格登録申請
の追加受付について

市内業
者の方

《研修棟 1 階》10:00 ～
血圧測定／血管年齢 実年齢と比べてみましょう／体
成分測定 筋肉量や内臓脂肪の増加などが分かります

《研修棟 2 階》10:00 ～
肌年齢・骨密度／脳年齢 記憶力や計算力などのテスト
／心の相談（12:00～） 不眠・不安などお気軽に相談ください

《交流棟 1 階》12:00 ～
がんを知ろう アルコール体質チェック／胃の健康
度（45 人・要予約）／健康相談／薬の相談／認
知症カフェ 認知症について悩んでいませんか。お茶しな
がらゆっくり話をする場です／ロコモ診断／キッズコー
ナー（10:00 ～） 温かみのある木のおもちゃで遊びましょう

八女市スポーツ・健康づくりフェスタ
日時：7 月 8 日㈰ 10:00 ～ 15:30
会場：おりなす八女

【体験しよう！】

【基調講演】10:20 ～ 11:40
「マイドリームと私の健康」

 講師：大林 素子さん
（元女子バレー 全日本エースアタッカー
スポーツキャスター）
おりなす八女 はちひめホール

【保育園児のダンス等、
太極拳・フラダンス・介護予防体操】
12:10 ～ 13:40 ／おりなす八女 はちひめホール

※詳しくは 6 月1日号広報と一緒に配布した
チラシや八女市ホームページをご覧ください。
問い合わせ＝健康推進課（☎ 23・1201）

八女市
健康ポイント
対象事業
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7月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥

　「
お
し
っ
こ
工
場
」
と
は
、
腎

臓
の
こ
と
で
、
お
し
っ
こ
は
血
液

か
ら
作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
、

腎
臓
の
働
き
や
、
腎
臓
を
大
切

に
す
る
た
め
に
は
、
普
段
の
食

生
活
や
生
活
習
慣
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

　
腎
臓
は
、
私
た
ち
の
体
を
め

ぐ
る
血
液
を
ろ
過
し
、
老
廃
物

や
余
分
な
水
分
を
排
出
し
ま

す
。
こ
れ
が
お
し
っ
こ
で
、
１
日

１
～
２
リ
ッ
ト
ル
作
ら
れ
ま
す
。

腎
臓
の
中
に
あ
る
糸
球
体
が
炎

症
を
起
こ
す
と
ろ
過
機
能
が
働

か
な
く
な
り
、
お
し
っ
こ
が
作

れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
体

に
必
要
な
た
ん
ぱ
く
質
や
赤
血

球
が
も
れ
出
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
状
態
が
「
腎

不
全
」
で
す
。

　
食
べ
物
に
含
ま
れ
る
糖
分
や

塩
分
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

腎
臓
を
大
切
に
す
る
た
め
に
は

①
な
ん
で
も
し
っ
か
り
食
べ
よ

う
、
②
水
や
お
茶
を
し
っ
か
り

飲
も
う
、
③
た
く
さ
ん
動
い
て

し
っ
か
り
寝
よ
う
、
と
い
う
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

は
、
普
段
口
に
し
て
い
る
ジ
ュ
ー

ス
や
お
菓
子
の
中
に
含
ま
れ
て

い
る
砂
糖
の
量
に
び
っ
く
り
し

た
り
、
１
日
に
必
要
な
塩
分
の

量
を
実
際
に
見
た
り
し
て
、
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
し
た
。

　
生
活
習
慣
病
予
防
は
、
乳
幼

児
期
か
ら
の
生
活
習
慣
・
食
生

活
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
健
康
推
進
課
で
は
、
乳
幼

児
健
診
や
子
育
て
講
座
、
離
乳

食
教
室
、
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
等

を
通
し
て
、
生
活
習
慣
、
食
生

活
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
コ
ー
ナ
ー
へ
参
加
し

て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
が
体
の
こ
と
を

学
び
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
参

考
に
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

のぞいてみよう！「おしっこ工場」
　3 月 3 日㈯にげんき館おおぶちで行われた「あつまれ！元気もんフェア」に、
健康推進課から「のぞいてみよう！おしっこ工場」のコーナーを出し、２７０人（子
ども２４０人・大人３０人）に参加していただきました。
　１０回に分けて教室を実施し、参加した方から好評を得ることができました。そ
の時の様子を紹介します。

健 康 コ ラ ム

お
し
っ
こ
工
場
っ
て
な
あ
に
？

　
７
月
８
日
㈰
開
催
の
八
女
市
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
に
合
わ
せ
て
開
催

し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
予
防
は
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
地
元
の

食
材
を
使
い
、
簡
単
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
作
り
ま
す
。
親
子
で
行
う
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

対
象
者
＝
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
５

年
生
～
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
10
組
・

先
着
順
）

⃝

期
日
＝
７
月
８
日
㈰

⃝

時
間
＝
10
時
～
13
時
（
受
付
９
時
30

分
～
９
時
50
分
）

⃝

場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
（
調

理
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｂ
）

⃝

申
込
期
間
＝
６
月
15
日
㈮
～
26
日
㈫

（
定
員
に
達
し
た
ら
締
め
切
り
ま
す
）

⃝

参
加
費
＝
無
料

⃝

持
っ
て
く
る
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具
、
手
ふ
き
用
の
ハ
ン
カ
チ

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保

健
指
導
係
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

小
・
中
学
生
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
参加者
募　集

子どもの食塩（相当量）摂取基準の量【男】
年齢 1 日の食塩の量

１～２歳 ３グラム／日未満

３～５歳 ４グラム／日未満

６～７歳 ５グラム／日未満

８～９歳 5.5 グラム／日未満

10 ～ 11 歳 6.5 グラム／日未満

12 歳～成人 ８グラム／日未満

子どもの食塩（相当量）摂取基準の量【女】
年齢 1 日の食塩の量

１～２歳 3.5 グラム／日未満

３～５歳 4.5 グラム／日未満

６～７歳 5.5 グラム／日未満

８～９歳 6 グラム／日未満

10 歳～成人 ７グラム／日未満

腎
臓
の
働
き
っ
て
？

腎
臓
を
大
切
に
す
る
た
め
に
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　保健師や看護師が、血圧測定・
尿検査・体脂肪測定をします。健
康に関するいろいろな相談に応じ
ます。健康手帳をお持ちの人はご
持参ください。
※電話相談も行っています。
◦7月2日㈪ 9時30分～ 11時 ／八
女市保健センター
◦7月4日㈬ 10時～11時／上陽支所
◦7月10日㈫ 10時～ 11時／かがや
き（立花）
◦7月13日㈮ 10時～ 11時／そよか
ぜ（星野）
◦7月19日㈭ 14時～ 15時／矢部
基幹集落センター
◦7月24日㈫10時～ 11時／ふじの
里（黒木）

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～ 14時30分
◦日にち・対象 
7月10日㈫＝10か月児（平成29年
9月生）健康診査
7月18日㈬＝4か月児（平成30年3
月生）健康診査
7月24日㈫＝1歳6か月児（平成28
年12月生）健康診査
7月26日㈭＝3歳児（平成27年6月
生）健康診査

【旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村
の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日時＝7月17日㈫13時30分～ 14

時30分
◦対象＝1歳6か月児（平成28年11
月～ 12月生）／ 3歳児（平成27
年5月～ 6月生）
※対象者には個別に通知します。
事前に連絡いただくとどちらの会場
でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
お話と調理。要予約。定員15人。
託児あり（要申込）。
◦日時＝7月19日㈭ 10時～ 13時
 　※受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝エプロン、三角巾、
手ふきタオル、母子健康手帳、筆
記用具、材料費300円

　離乳食中期から後期（7か月児
から1歳児頃まで）のお話。要予約。
定員10人。託児あり。
◦日時＝7月12日㈭10時～ 12時（受
付9時30分～ 9時50分）
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝母子健康手帳、筆記
用具

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったら気軽にご相談くだ
さい。身長・体重測定もできます。
母子健康手帳をお持ちください。
相談日以外でも、窓口や電話で子
育て相談を行っています。
◦7月4日㈬ 9時30分～ 11時 ／ や

めっこ未来館
◦7月20日㈮ 13時15分 ～ 14時30
分 ／やめっこ未来館
◦7月25日㈬10時～ 11時 ／ 矢部
基幹集落センター

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの人で、
成長発達面に不安のある人です。
心配なことがあればお気軽にご相
談ください。要予約。

【八女市保健センター】
◦7月12日㈭ 9時～ 16時
   7月26日㈭ 9時～ 16時

【ふじの里（黒木）】
◦7月17日㈫ 9時～ 16時

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。
◦日時＝7月25日㈬13時30分～ 15
時30分まで受付
◦会場＝おりなす八女研修棟

※マタニティ教室＝次回は8月に開
催します。

乳幼児心理相談

7
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

ベビーズクッキング

アジと豆腐のカレー炒め

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

167Kcal
13.4g
9.5g
7.9g

459mg
79mg
38mg
1.2mg

2.3g
0.9g

1個分あたりの栄養価

八女市スポーツ・健康づくり都市宣言 「生涯にわたり、健全な生活習慣を実現します」

もぐもぐかみかみ！離乳食教室

食生活改善推進会研修
会で実施したレシピで
す。減塩もでき、スパ
イシーな風味が食欲を
そそります。ぜひ一度
作ってみてください。

⑤ ④に合わせたBを加え
炒める。器に盛り付け、
パセリをふる。

【作り方】
① アジは半身を３等分の
そぎ切りにする。豆腐は
８等分に切り、軽く重石
をし、水気を切る。
② 玉ねぎは薄切りし、パ
プリカは食べやすい大き
さに切る。しめじは小房
に分ける。パセリはみじ
ん切りにする。
③ あじ、豆腐の両面に塩、
こしょうをふり、Aを薄く
まぶす。
④ フライパンに半量の油
を熱し、アジ、豆腐を両
面色よく焼き取り出す。
残りの油を加え、パプリ
カ、玉ねぎ、しめじを炒
め、しんなりしたら、アジ、
豆腐を戻し入れる。

【材料】（4人分）　
◦アジ･･･３枚おろし２尾分（180ｇ）
◦木綿豆腐･･･１/2丁（150ｇ）
　　塩･･･小さじ１/５
　　洋こしょう（白）･･･少々
◦パプリカ（赤･黄）･･･各30ｇ
◦タマネギ･･･60ｇ
◦シメジ･･･120ｇ
　　薄力粉･･･小さじ1
　　カレー粉･･･小さじ１
◦なたね油･･･大さじ2
　　ウスターソース･･･大さじ1
　　トマトケチャップ･･･大さじ1
　　カレー粉･･･小さじ1/2
　　水･･･大さじ1/2
◦パセリ･･･適量

Ａ

Ｂ
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平
成
23
年
度
に
八
女
市
・
筑
後

市
・
広
川
町
で
「
八
女
・
筑
後
結

婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
独
身
男
女
を
対
象
と

し
た
結
婚
相
談
、
出
会
い
の
パ
ー

テ
ィ
ー
、
各
種
講
座
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
今
ま
で
に
１
８
０
組
を
超
え

る
成
婚
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

随
時
、
利
用
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

◦
利
用
者
の
条
件
＝
【
男
性
】
八

女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
に
住
所

を
有
す
る
か
、
域
内
に
お
勤
め
の
20

歳
以
上
の
独
身
者
【
女
性
】
20
歳

以
上
の
独
身
者
（
住
所
要
件
な
し
）

◦
登
録
料
＝
３
千
円（
２
年
間
有
効
）

お
見
合
い
料
や
成
婚
料
は
い
た
だ

き
ま
せ
ん
。

◦
主
な
サ
ポ
ー
ト
内
容　

結
婚
相

談
全
般
、
出
会
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
、

マ
ナ
ー
講
座
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
筑
後
結
婚
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

◦
住
所
＝
八
女
市
立
花
町
原
島
95
ー

１
八
女
市
立
花
庁
舎・南
別
館
内（
☎

２
２
・
５
９
０
０
／
Qyam

echiku
goksc@

ybb.ne.jp

）

◦
受
付
＝
11
時
～
18
時
（
火
・
水

曜
休
み
）

第
２
次
八
女
市
地
域
福
祉
計
画
・

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

 

心
豊
か
に
、
共
に
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
、
優
し
い
ま
ち 

八
女

基
本

目
標

取
り
組
み
の
内
容

身
近
で
で
き
る
取
り
組
み

１．相談しやすい
　雰囲気づくり

①支援の情報をわかりやすく伝
　える
②身近で気軽な相談支援をすす
　める
③相談支援の専門性や利便性を
　向上させる

基
本

理
念

◦
計
画
期
間
　
５
年
間

　（
平
成
30
年
度
～
平
成
34
年
度
）

◦自分や家族で…
　福祉の情報を知ること、伝える
ことが大事。難しい問題は、ひと
りで抱え込まず、専門窓口を活用
しましょう。
◦地域・隣近所で…
　地域では、情報交換の場をつ
くり、専門機関と連携しましょう。
気軽に相談できる近所づきあい・
声かけを大切に。
◦事業所等で…
　支援やサービス内容の丁寧な
説明に努め、地域の人にとって身
近な相談相手となりましょう。相
談支援に関して、専門性の向上に
努めましょう。

▪問い合わせ
　福祉課　福祉総務係
　（☎２４・８０３０）
　八女市社会福祉協議会
　（☎２３・０２９４）

　
地
域
福
祉
を
す
す
め
る
た
め
に
、
身
近
で
で
き
る
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

八
女
市
と
八
女
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
基
本
と
し
て
、
地
域
の
様
々
な

福
祉
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
「
理
念
」
と
「
仕
組
み
」
を
定
め
る
地
域
福
祉
計

画
（
行
政
計
画
）
と
公
的
制
度
で
は
補
え
な
い
福
祉
の
課
題
を
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地

域
の
事
業
者
等
の
民
間
団
体
が
相
互
に
協
力
し
、
解
決
で
き
る
支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
活

動
・
行
動
計
画
と
し
て
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
民
間
計
画
）
を
一
体
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
推
進
の
理
念

　

従
来
の
制
度
・
分
野
ご
と
の
縦
割
り
を
超
え
て
、
地
域
の
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体
が
地
域
の
生
活
課

題
を
「
我
が
事
」
と
し
て
考
え
、
誰
も
が
「
支
え
る
人
」
で
あ
り
、「
支
え
ら
れ
る
人
」
と
し
て
、
立
場
を
超

え
て
「
丸
ご
と
」つ
な
が
る
こ
と
が
、私
た
ち
が
目
指
す
『
地
域
共
生
社
会
（
共
に
生
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
）』

で
す
。

「
八
女・
筑
後
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
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八
女
の
結
婚
応
援
団
、
チ
ー

ム
八
女
で
は
「
恋
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
in
八
女
」
に
参
加
さ
れ
る
独

身
男
性
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
９

月
23
日
㈰
、「
八
女
の
ま
つ
り 

あ

か
り
と
ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
」
と
同

時
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
は
浴

衣
を
着
て
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
様
子
は
Ｒ

Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
の
「
今
日
感
テ
レ

ビ
日
曜
版
」
で
放
送
さ
れ
る
予
定

で
す
。

◦
開
催
日
＝
９
月
23
日
㈷

◦
募
集
締
切
＝
6
月
30
日
㈯
定
員

に
な
り
次
第
締
切

◦
参
加
費
用
＝
2
千
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
チ
ー
ム
八
女
連

合
会
実
行
委
員
長
山
口
さ
ん

☎
０
９
０
・
７
１
５
４
・
３
０
９
０

２．連携した支援が
　  できる体制づくり

①福祉サービスの量や質の充
　実を図る
②連携しながら相談支援をす
　すめる
③連携した支援体制の充実を
　図る

３．絆を深め孤立化を
　防ぐ地域づくり

①隣近所での身近な助け合い
　をすすめる
②地域での組織的な支援をす
　すめる
③災害時の避難に備える

４．社会参加の意識づくり

①人権や福祉の制度、地域福祉につ
　いて学ぶ
②気軽に参加できる交流の場を広めて
　いく
③地域の活動や行事へ参加しやすい
　工夫をする
④ボランティア活動に参加しやすくする

○地域福祉や市民生活に役立つ情報を、わかりやすくお伝えします。
○利用しやすい相談窓口・相談体制づくりに努め、相談員の専門性を高めます。
○地域の課題把握と多機関との連携を大事に、分野横断的な連携体制に努めます。
○地域を基盤とした小地域福祉活動を支援し、福祉サービスの利用者・その家族や従事者等
　への支援体制づくりや制度のはざまで起きる新たな課題への対応に努めます。
○地域住民や課題を抱える当事者等の交流の場づくり、地域の担い手支援に努めます。

◦自分や家族で…
　制度を知り、自らを守る事は大
切です。困りごとを抱えたら支援
者と共に解決に向きあいましょう。
犯罪被害では？虐待かも？と気づ
いたら相談機関へつなぎましょう。
◦地域・隣近所で…　
　地域で福祉活動等をしている事
業所を知る。困りごとを抱える人へ
は寄り添う姿勢で見守り・声かけを
行い、必要に応じて専門機関へつな
ぎましょう。また、地域の人へも対
応の仕方を周知しましょう。
◦事業所等で…
　福祉サービス提供は利用者本
位、地域との信頼関係づくりを大
切に。多機関との連携支援や事業
活動を通じた新たなニーズの発見
と支援の検討に取り組みましょう。

◦自分や家族で…
　地域福祉活動への理解を深め、
普段からの近所づきあいと地域活
動参加を心がけましょう。特に災害
時は地域での情報収集や助け合い
が大切です。
◦地域・隣近所で…
　隣近所では気軽な声かけや地
域ぐるみの支え合いを大切に。地
域では、生活や福祉の課題を話し
合える場づくり、配慮が必要な人
への見守りや災害への備え等、日
頃のつながりづくりに取り組みま
しょう。
◦事業所等で…
　配慮が必要な人への見守り協
力、生活支援、地域の防災訓練へ
の参加等の地域協力、災害時の備
え等、事業所でできる事に取り組
みましょう。

◦自分や家族で…
　人権・福祉への関心を持ち、学びの
場へ参加しましょう。自らの健康維持や
介護予防等を意識した交流の場への参
加と協力も大切です。趣味・特技や経
験を活かしたボランティア活動参加等
も楽しみましょう。
◦地域・隣近所で…
　地域の資源や人材を活かした学習機
会や住民の交流を深めるための集える場
づくり。新たな入居者へも地域活動への
協力を求め、地域振興計画・地域福祉
を推進しましょう。地域の拠点施設の使
いやすさ、地域活動の担い手の確保、ボ
ランティア団体との協力も大切です。
◦事業所等で…
　事業所の持つ人材、アイデア等を活
かした、地域への協力・支援。職員や
利用者を含めた多様な場面で学習機会
をつくりましょう。

行政や社会福祉協議会はこんな取組みを進めています。

恋
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
八
女

参
加
者
募
集
！

広報八女　2018.6.159
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平
成
28
年
４
月
に
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
女
性
活
躍
推

進
法
」）が
全
面
施
行
さ
れ
て
２
年
に
な
り
ま
す
。「
男

女
共
同
参
画
」
や
「
女
性
活
躍
推
進
法
」
な
ど
言
葉

は
聞
く
け
ど
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
女
性
活
躍
推
進
法
」

に
つ
い
て
少
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

法
律
の
概
要

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
３
０
１
人
以
上
の
労
働

者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
①
自
社
の
女
性
の
活
躍

に
関
す
る
状
況
の
把
握
・
課
題
分
析 

②
状
況
把
握
・

課
題
分
析
を
踏
ま
え
た
行
動
計
画
の
策
定
・
社
内
周

知
・
公
表 

③
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
の
都
道
府
県

労
働
局
へ
の
届
出 

④
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報
公

表
の
４
点
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
ま
す
ま
す
労
働
力
が
減
少
す
る
中
、
大
企
業

は
女
性
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
有
能
な
人
材
の
活
用

に
向
け
て
、
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
作
り
に
本
腰
を

入
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
中
小
企
業
に
お

け
る
人
材
確
保
は
ま
す
ま
す
困
難
な
状
況
と
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
企
業
向
け
助
成
金

　
女
性
活
躍
推
進
の
取
り
組
み
は
、
女
性
だ
け
で
な

く
「
人
材
育
成
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
組
織
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
」
な
ど
の
様
々
な
企
業
課
題

解
決
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
、
経
営
戦
略
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
中
小
企
業
で
も
で
き
る
女
性
活
躍

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
そ
こ
で
中
小
企
業
の
た
め
の
女
性
活
躍
推
進
と
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
た
め
の
助
成
金
を
一
部
紹
介

し
ま
す
。

⃝

助
成
金
の
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
労
働
局
福
岡
助

成
金
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
４
４
１
・
４
７
０
１
）

　毎年６月23日から 29日までの１週間は内閣府男女共同参画週間です。こ
れは男女共同参画社会基本法の交付施行日である平成 11年６月23日を記
念して制定されました。今年のキャッチフレーズは、「走り出せ、性別のハー
ドルを超えて、今」です。スポーツに関わるあらゆる分野での女性の参画を
推進し、様々なスポーツに男性も女性も親しみ、チャレンジし、活躍できるよ
うになるためのキャッチフレーズをテーマに募集されました。

内閣府男女共同参画週間（６月23日～29日）

走り出せ、
性別のハードルを超えて、今

助成金の名称 内容と金額

職場定着支援助成金
（個別企業助成コース）

雇用管理制度（評価 ･ 処遇制度、研修制度、健康づくり制度、メンター制度、短時間正
社員制度（保育事業主のみ））を導入した場合　１制度につき10 万円、目標達成助成 57
万円〈72 万円〉

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

正社員化コース 有期契約労働者等を正規雇用労働者 ･ 多様な正社員等に転換した場合　１人あたり28.5
万円～ 57 万円〈36.5 万円～ 72 万円〉

賃金規定等改定コース
全ての有期契約労働者等の賃金規定を２％以上増額改定した場合　9.5 万円～〈12 万円～〉
有期契約労働者等の雇用形態別、職種別等の賃金規定等を２％以上改定した場合
4.75 万円～〈6 万円～〉（対象労働者数に応じて）

「職務評価」実施の場合　19 万円〈24 万円〉加算

健康診断制度コース 法定外の健康診断制度を新たに規定し４人以上実施した場合　１事業所あたり38 万円
〈４８万円〉

賃金規定等共通化コース 正規雇用労働者と共通の賃金規定等を導入 ･ 適用した場合　１事業所あたり５７万円
〈７２万円〉

諸手当制度共通化コース 正規雇用労働者と共通の諸手当制度を導入・適用した場合　１事業所あたり38 万円〈48
万円〉

選択的適用拡大導入時処遇改
善コース

社会保険の適用拡大の措置を実施する事業主が、当該措置と同時に全ての有期契約労働
者の基本給を３％以上増額した場合　１人あたり1.9 万円〈2.4 万円〉

労働時間延長コース 短時間労働者の所定労働時間を５時間以上延長し、新たに社会保険に適用した場合
１人当たり19 万円〈24 万円〉

職場定着支援助成金
（介護（保育）労働者雇用管理制度助成）

介護（保育）労働者の賃金制度の整備を行った場合　制度整備助成５０万円・目標達成
助成 57 万円〈72 万円〉・３年経過後 85.5 万円〈108 万円〉

建
設
労
働
者

確
保

育
成
助
成
金

若年者および女性に魅力ある職
場づくり事業コース

建設事業主が若年および女性労働者の入職や定着を図ることを目的とした事業を実施し
た場合　実施経費の３／５〈３／４〉（上限１年度 200 万円）

女性専用作業員施設設置コー
ス

中小元方建設事業主が自ら施工管理する建設工事現場に女性専用作業員施設（更衣室･
トイレ等）を賃借した場合　実施経費の２／３（上限１事業年度 60 万円）

▽処遇や職場環境の改善 注記：〈　〉内は、生産性要件を満たした場合の助成額です。
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県
立
筑
後
特
別
支
援
学
校
寄

宿
舎
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
７
月
６
日
㈮
15
時
30

分
～
18
時

◦
場
所
＝
筑
後
特
別
支
援
学
校

寄
宿
舎
前
（
雨
天
時
は
体
育
館
）

◦
内
容
＝
交
流
校
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
太
鼓
の
共
演
、

保
護
者
・
近
隣
の
施
設
・
作
業

所
か
ら
の
出
店
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
寄
宿
舎

（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
０
５
９
１
）

　

八
女
市
観
光
大
使
の
岩
﨑
記

代
子
さ
ん
に
よ
る
第
２
回
音
楽
の

ひ
ろ
ば
を
開
催
し
ま
す
。
童
謡
や

唱
歌
な
ど
を
学
び
な
が
ら
み
ん
な

で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ

◦
場
所
＝
東
公
民
館
２
号
室

◦
定
員
＝
８
人
（
抽
選
）

◦
材
料
費
＝
１
０
８
０
円
（
布
地

代
）

◦
講
師
＝
㈱
ベ
ビ
ー
ロ
ッ
ク

◦
申
込
締
切
＝
６
月
30
日
㈯

◦
申
込
＝
東
公
民
館
（
☎
２
３
・

５
２
７
６
）
※
日
・
祝
除
く

　

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
短
期
子

ど
も
体
操
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
７
月
13
日
㈮
、
27
日

㈮
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
一
般
６
０
０
円
、
サ

ウ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

さ
い
。
な
お
、
資
料
と
し
て
歌
謡

本
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

持
ち
で
な
い
方
は
当
日
受
付
窓
口

に
て
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
税

込
１
０
８
０
円
で
す
。

◦
日
時
＝
７
月
７
日
㈯
13
時
30

分
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
持
参
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
、

お
茶
、
歌
謡
本

◦
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

　　

田
崎
作
品
を
気
軽
に
楽
し
む

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
田
崎
廣

助
画
伯
の
作
品
を
ス
ケ
ッ
チ
し

て
、
八
女
和
紙
を
貼
っ
た
り
、
絵

具
で
色
を
ぬ
っ
た
り
し
て
作
成
し

ま
す
。
完
成
し
た
作
品
は
、
美
術

館
に
展
示
し
ま
す
。
汚
れ
て
良
い

服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
７
月
29
日
㈰
13
時
30

分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
田
崎
廣
助
美

術
館
（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
）

◦
対
象
者
＝
小
学
生

◦
応
募
方
法
＝
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

八
女
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
て

◦
参
加
費
＝
５
０
０
円

◦
応
募
締
切
＝
７
月
13
日
㈮

◦
定
員
＝
20
人
※
定
員
超
え
の
場

合
は
抽
選

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
４
・

８
３
０
４
／
N
２
４
・
８
３
０
５
）

　

こ
れ
か
ら
暑
い
夏
に
向
け
て
、

半
袖
で
涼
し
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
お
子

さ
ん
や
お
孫
さ
ん
に
作
り
ま
せ
ん

か
。
手
仕
事
講
座
の
第
１
回
目
と

し
て
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
（
自
動
糸

調
子
）
を
使
用
し
て
、
ど
な
た
で

も
簡
単
に
作
れ
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
申
込
時
に
サ
イ
ズ
（
90

～
140
）
と
色
（
レ
ッ
ド
か
ネ
イ

ビ
ー
）
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
７
月
13
日
㈮
10
時
～

12
時

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
毎
月

第
２
・
第
４
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
出
店
者
も
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
6
月
24
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
観
光
物
産
館
と
き
め
き

駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

寄
宿
舎
夏
ま
つ
り

「
ひ
ろ
す
け
の
山
」
子
ど
も
向

け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

九州北部豪雨災害復興支援
チャリティコンサート

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

岩
﨑
記
代
子
音
楽
の
ひ
ろ
ば

東
公
民
館
講
座

「
子
ど
も
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
り
」

教
室
・
講
座

　自分だけのミニ銅鏡づくりで、古代
体験を楽しもう。今回は、低融点合金
を溶かして作ります。
◦日時＝７月14日㈯ 10 時～ 12 時
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館
◦対象＝どなたでも
◦定員＝ 30 人（要予約・先着順）　
◦参加費＝８００円
◦申込＝電話またはファクス
◦募集期間＝６月26日㈫～７月８日㈰ 
※ 7 月2日㈪は休館日
◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化
交流館いわいの郷（☎ 24・3200 ／
N24・3210）

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷」

【体験イベント】
ミニ銅鏡をつくろう

直径 5.5㌢のミニ銅鏡

　平成 29 年７月の九州北部豪雨災害復
興支援チャリティコンサート。カーネギー
ホールやウィーン公演を成功に収めたソ
プラノ歌手山田芳子氏と東京アマポーラ
混声合唱団、歌ごえレクササイズ八女の
会との共催でチャリティコンサートを開
催します。当日は八女ジュニア合唱団、
八女女声合唱団マーミングコールの賛助
出演もあります。一緒に歌い体を動かし、
夢のようなステージを楽しみませんか。
当日は、直産野菜の販売もあります。
◦日時＝７月14日㈯14 時開演
◦場所＝おりなす八女ハーモニーホール
◦チケット＝▽大人 1000 円 ▽高校生
以下 500 円  ※おりなす八女にて販売
◦問い合わせ＝馬場さん（☎０９０・７
５３６・１８６４）
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◦
日
に
ち
＝
７
月
２
日
㈪

◦
見
学
先
＝
島
原
そ
う
め
ん
工
場

サ
ン
エ
ス
フ
ァ
ー
ム
椎
茸
工
場

◦
募
集
人
員
＝
45
人

◦
参
加
費
用
＝
６
５
０
０
円

◦
乗
車
場
所
＝
黒
木
町
お
よ
び
八

女
市
内

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
町
観
光
協

会
（
☎
４
２
・
９
１
９
０
）

　　

今
年
度
卒
業
す
る
学
生
の
方
、

現
在
職
を
お
探
し
の
方
、
転
職

を
お
考
え
の
方
等
、
国
や
地
域
の

平
和
を
守
る
仕
事
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
市
内
各
地
区
に
は
、
民
間

の
自
衛
官
募
集
相
談
員
が
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
自
衛
官
募
集
相
談
員
（
順
不

同
・
敬
称
略
＝
【
八
女
】
大
月

紀
久
男
、
杉
山
與
四
郎

◦
募
集
人
数
＝
▽
一
般
の
部 

制

限
な
し
▽
少
年
の
部 

35
人

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
各
個

人
の
記
録
に
基
づ
い
て
選
考
し
ま

す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

９
月
の
福
岡
県
民
体
育
大
会

陸
上
競
技
大
会
と
11
月
の
福
岡

県
市
町
村
駅
伝
大
会
を
目
標
に
、

毎
月
次
の
と
お
り
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
練
習
日
＝
毎
月
第
１
・
第
３
日

曜
日
、
14
時
～
16
時

◦
会
場
＝
久
留
米
陸
上
競
技
場

◦
内
容
＝
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

後
に
個
別
練
習

◦
問
い
合
わ
せ
＝
陸
上
部
監
督
大

坪
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
６
４
２
４
・

０
４
７
０
）

◦
対
象
＝
家
庭
介
護
を
さ
れ
て
い

る
方
、
高
齢
者
の
自
立
を
目
指

し
た
お
世
話
や
家
庭
で
の
介
護

方
法
な
ど
を
学
び
た
い
方
、
介
護

の
基
本
を
学
び
な
お
し
た
い
方

◦
研
修
期
間
・
内
容
＝
【
９
月
２

日
㈰
】
介
護
の
ス
ト
レ
ス
を
ケ
ア

し
よ
う
【
９
月
９
日
㈰
】
最
新
の

介
護
保
険
制
度
等 

※
２
日
間

◦
時
間
＝
10
時
～
13
時

◦
募
集
人
員
＝
20
人
※
先
着
順

◦
会
場
＝
久
留
米
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
（
久
留
米
市
百
年
公
園
１ｰ

１
）

◦
参
加
費
＝
無
料
※
会
場
ま
で
の

交
通
費
、
昼
食
等
個
人
に
係
る

経
費
は
全
て
個
人
負
担

◦
主
催
＝
公
益
財
団
法
人
福
岡

県
市
町
村
振
興
協
会

◦
申
込
＝
麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
（
☎
０
９
２
・
４
３
２
・

６
２
６
６
）

◦
対
象
＝
八
女
市
に
住
民
票
を

有
し
、
介
護
業
務
に
従
事
し
よ

う
と
す
る
人
お
よ
び
従
事
し
て
い

る
人

◦
研
修
期
間
＝
９
月
２
日
～
２
月

24
日
の
指
定
さ
れ
た
日
曜
日

◦
時
間
＝
10
時
～
17
時
（
内
容

に
よ
っ
て
は
若
干
の
変
更
あ
り
）

◦
募
集
人
員
＝
14
人
（
６
月
15

日
㈮
か
ら
申
込
受
付
、
先
着
順
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
、
八
女

伝
統
工
芸
館
ほ
か

◦
受
講
料
＝
２
万
円
（
テ
キ
ス
ト・

受
講
諸
経
費
等
）

◦
主
催
＝
公
益
財
団
法
人 

福
岡

県
市
町
村
振
興
協
会

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長

寿
課
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
３
・

１
３
０
８
）
各
支
所
で
も
受
付
け

ま
す
。印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
八
女
市
主
催
の
介
護
職
員
初

任
者
研
修
は
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
新
庁
舎
の
建
設
に

向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
く
た

め
の
市
民
懇
談
会
（
15
人
程
度
）

を
設
置
し
、
今
年
度
基
本
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
会

議
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
公
募
委

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◦
公
募
人
員
＝
２
人

◦
任
期
＝
平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で

◦
会
議
＝
８
月
～
３
月
の
平
日
昼

間
に
４
回
程
度（
ほ
か
視
察
有
り
）

◦
応
募
要
件
＝
市
内
在
住
の
18

歳
以
上
で
会
議
に
出
席
で
き
る

方◦
謝
礼
等
＝
当
市
規
定
に
よ
り

支
給
あ
り

◦
応
募
方
法
＝
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
企
画
政
策
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
、

締
切
日
必
着
）。
申
込
書
は
企
画

政
策
課
の
ほ
か
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

◦
応
募
締
切
＝
７
月
６
日
㈮
17
時

◦
選
考
お
よ
び
結
果
通
知
＝
書

類
（
申
込
書
）
審
査
お
よ
び
懇

談
会
委
員
全
体
の
年
齢
構
成
、

性
別
の
バ
ラ
ン
ス
等
も
考
慮
し
決

定
。
７
月
中
旬
に
そ
の
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
新

庁
舎
建
設
係（
☎
２
４・８
０
９
１
）

　

平
成
30
年
度
県
民
体
育
大
会

水
泳
競
技
の
選
手
を
募
集
し
ま

す
。
種
目
に
つ
い
て
は
総
合
体
育

館
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◦
大
会
日
時
＝
８
月
19
日
㈰

◦
大
会
会
場
＝
県
営
筑
後
広
域

公
園
プ
ー
ル

◦
募
集
締
切
＝
７
月
６
日
㈮

◦
対
象
者
＝
八
女
市
民
（
小
学

生
以
上
で
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
）

ふらっち広場からのお知らせ
☀本町178（旧きんぷく亭）☀☎24・3022

★創作活動「押し花しおり作り」
◦日時＝ 6 月 23 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円
★お菓子作り「ワッフル作り」
◦日時＝ 6 月 30 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円
★外出「カラオケ サンタクロース」
◦日時＝7 月1日㈰ 13 時発（現地集合）
◦参加費＝ 300 円
※外出時は閉館します。
★料理活動「お好み焼き作り」
◦日時＝ 7 月 7 日㈯ 11 時 30 分～
◦参加費＝ 150 円

ほ
ほ

え
み地域活動支援センター

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

産
業
観
光
見
学
ツ
ア
ー
参
加
者

【開館時間】平日10:00 ～ 12:30、13:30
～17:00 ／土日祝 10:00 ～16:00

【休館日】 6/18 ㈪、19 ㈫、24 ㈰、25 ㈪、
7/2 ㈪、3 ㈫、8 ㈰、9 ㈪

新
庁
舎
建
設

市
民
懇
談
会
の
委
員

介
護
職
員
初
任
者
研
修

八
女
市
体
育
協
会
陸
上
部
員

県
民
体
育
大
会
水
泳
競
技
選
手

家
庭
介
護
介
助
者
養
成
講
座

12　2018.6.15　広報八女
※各イベントは要予約。簡単な工作・手
芸もできます。お気軽にご来館ください。
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　池の山キャンプ場に隣接
し、夏の間のみオープンす
る屋内型プールです。25 ｍ
プールと子ども用プールがあ
り、大人から子どもまで家族
で利用できます。皆さまの利
用をお待ちしています。
◦開館期間＝７月１日㈰～ 8
月31日㈮
◦休館日＝月曜日（祝日開館）
◦開館時間＝ 9時～ 12時、
13時～ 16時 30分、17時 30
分～ 21時
◦利用料金＝中学生以上
150 円、小学生以下 80 円
◦問い合わせ＝星野支所総
務課総務係（☎ 52・3112）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
人
事
課

（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。

◦
出
願
期
限
＝
▽
第
１
回 

８
月

31
日
▽
第
２
回 

９
月
20
日

◦
資
料
請
求
＝
放
送
大
学
福
岡

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
５

８
５
・
３
０
３
３
）

　

市
の
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
の
登
録
申
請
に
は
こ
の
資

格
が
必
要
で
す
。
申
込
用
紙
は

上
下
水
道
局
で
配
布
し
ま
す
。

◦
試
験
日
＝
11
月
４
日
㈰

◦
会
場
＝
久
留
米
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

◦
受
験
手
数
料
＝
１
万
２
千
円

◦
申
込
期
間
＝
７
月
２
日
㈪
～
７

月
13
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水

道
局
下
水
道
総
務
係
（
☎
２
３
・

１
１
４
８
）

　

市
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
登
録
申
請
に
は
、
こ
の
資

格
が
必
要
で
す
。

◦
期
日
＝
10
月
28
日
㈰

◦
会
場
＝
９
月
上
旬
発
表

◦
受
験
資
格
＝
給
水
装
置
工
事

に
関
し
て
３
年
以
上
の
実
務
の
経

験
を
有
す
る
人

◦
受
講
料
＝
１
万
６
８
０
０
円

◦
申
込
期
限
＝
６
月
29
日
㈮

◦
申
込
＝
公
益
財
団
法
人
給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
（
☎
０
３
・
６

９
１
１
・
２
７
１
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
上

水
道
工
務
係（
☎
２
３・１
１
０
７
）

　

詳
細
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
を
見
る

か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
原
則
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で
き

な
い
環
境
に
あ
る
場
合
に
は
、
希

望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
管
轄

す
る
国
税
局
（
国
税
事
務
所
）

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み 

６
月
18
日
㈪
９
時

～
６
月
27
日
㈬
［
受
信
有
効
］

◦
第
１
次
試
験
＝
９
月
２
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
税
務
署
総

務
課
（
☎
２
３
・
５
１
９
１
）

　

お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
求
職
者
を
対
象
に
、
再
就

職
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
１
対

１
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。（
費
用

無
料
、
要
予
約
）

◦
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
、
10
時

～
17
時

◦
場
所
＝
ハロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
２
階

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０
）

　
　
　

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業

の
た
め
、
次
の
時
間
帯
で
サ
ー
ビ

ス
を
停
止
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
29
日
㈮
18
時
30

分
～
22
時
30
分

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
５
）

【
立
花
】
大
坪
福
美
、
平
ヤ
ヱ
子
、

松
延
浩
樹

【
黒
木
】
仁
田
原
寿
郎
、
鴫
山
秀
子

【
上
陽
】
牛
嶋
恵
子

【
矢
部
】
栗
原
敏
記

【
星
野
】
西
田
裕
子

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
自
衛
隊
福
岡

地
方
協
力
本
部
八
女
地
域
事
務

所
（
☎
２
４
・
５
１
９
２
）

▽
八
女
市
役
所
防
災
安
全
課

（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

①
き
っ
ず
セ
ミ
ナ
ー

　

子
ど
も
た
ち
に
医
療
従
事
者

の
仕
事
体
験
を
通
し
て
、
医
療
の

仕
事
へ
の
興
味
や
、
命
の
尊
さ
等

を
感
じ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
作
り

と
し
て
開
催
し
ま
す
。
昼
食
（
病

院
食
）
有
。

◦
参
加
資
格
＝
小
学
５
～
６
年
生

（
保
護
者
同
伴
可
）

◦
定
員
＝
20
人
程
度
（
先
着
）

②
オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
セ
ミ

ナ
ー

◦
参
加
資
格
＝
18
歳
以
上
、
看

護
補
助
者
の
仕
事
に
興
味
の
あ

る
人

◦
内
容
＝
院
内
見
学
、
看
護
補

助
者
業
務
、
病
院
食
体
験

◦
定
員
＝
10
人
程
度
（
先
着
）

①
②
共
通

◦
日
時
＝
７
月
28
日
㈯
８
時
45

分
～
13
時

◦
場
所
＝
公
立
八
女
総
合
病
院

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
申
込
締
切
＝
７
月
13
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
総
務
課

（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　

採
用
は
随
時
。
詳
細
は
公
立

八
女
総
合
病
院
企
業
団
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
募
集
区
分
＝
看
護
助
手
（
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
、
パ
ー
ト
勤
務
）

◦
採
用
予
定
人
員
＝
若
干
名

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
一
時
停
止
に
つ
い
て

公
立
八
女
総
合
病
院

看
護
助
手
（
非
常
勤
職
員
）

公
立
八
女
総
合
病
院
セ
ミ
ナ
ー

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談

星野Ｂ＆Ｇ海洋センター星の
ふるさと公園内（池の山プール）
夏季限定 ７/１㈰ オープン！

放
送
大
学
10
月
入
学
生

試
　
験

福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験

給
水
装
置
工
事
主
任

技
術
者
試
験

平
成
30
年
度
税
務
職
員

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）
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１
日
（
日
）

下津浦医院 津江 22・2564

みやざき内科 立花町 37・0008

中村歯科医院 本町 24・4482

長崎眼科クリニック 本村 22・6123

８
日
（
日
）

城戸医院 鵜池 23・5303

クリニックくろぎ 黒木町 42・0887

よしいずみ歯科 筑後市 0942・42・3555

15
日
（
日
）

麻生医院 宅間田 23・5800

しばた医院 上陽町 33・7373

城﨑歯科医院 筑後市 0942・53・8205

冨田眼科医院 本村 23・3455

16
日
（
祝
）

黒岩外科 日の出町 23・2858

今村循環器内科 黒木町 33・2115

本田歯科医院 筑後市 0942・53・3431

まえだ耳鼻咽喉科 稲富 30・1187

22
日
（
日
）

いしもと小児科 岩崎 22・7111

後藤内科医院 上陽町 54・2221

馬田歯科医院 筑後市 0942・52・8788

富田クリニック 蒲原 24・4810

矢部診療所 矢部村 47・2700

永田歯科医院 筑後市 0942・52・2133

■4か月さん集まれ（2月生まれ）
「ベビータッチ＋食育」
◦7/5 ㈭ 10:00 ～ 12:30 ／飲み
物持参、参加費あり／要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦7/5 ㈭・7/19 ㈭13:30 ～15:00
／参加費あり／要申込
■マタニティさん集まれ♪

「胎教コンサート + 食育」
◦ 7/14 ㈯ 10:00 ～ 12:30 ／参加
費あり／託児あり／要申込

■スペシャルday
「黒木図書館へ行こう」
◦7/13 ㈮ 10:30 ～／定員親子 10
組／黒木図書館集合／ 10 日㈫まで

に要申込
■はっぴぃバースデー

「あやちゃんばぁばのお話」
◦ 7/24 ㈫ 10:30 ～／ 21日㈯ま
でに要申込

■GOGO！カ～りる
◦ 7/3 ㈫ 10:30 ～／移動図書館車
が来ます。利用カードをお持ちの人
は持参ください。紙芝居もあります。
■わ・わ・ＷＡ「七夕祭り」
◦7/5 ㈭10:30 ～／親子10 組要申込
■北山保育所に遊びに行こう
◦ 7/11㈬ 10:30 ～
■すてきな記念日

「7 月生まれの誕生会」
◦ 7/18 ㈬ 10:30 ～※誕生月者の
み要申込。どなたでも身体測定が
できます。

■ママといっしょ
「かぼちゃとトマトでカレーを作ろう」
◦ 7/12 ㈭ 10:30 ～／参加費 500
円／要申込
■お誕生会

「7 月生まれさん集まれ」
◦ 7/24 ㈫ 10:30 ～／誕生月者の
み要申込

■ 10:00 ～ 13:00
▽井延公民館   7/3 ㈫
▽長峰保育所 2 階  7/4 ㈬、18 ㈬
▽上陽公民館   7/6 ㈮
▽働く女性の家  7/24 ㈫
▽矢部村集落センター  7/25 ㈬
▽室岡公民館   7/26 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問 ☎24・9090

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問 ☎24・8814

子育ち支援掲示板 7 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳　病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市） 0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付（19:00 ～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～ 14:30）
【7月】1㈰・15㈰・16㈷・29㈰
　　　公立八女総合病院 （23・4131）

【7月】8㈰・22㈰
　　　筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

7月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問 ☎42・3301

29
日
（
日
）

【休日当番薬局】日曜日、祝日に開いている薬局を、八女筑後薬剤師会のホームページ
（http://ycpa.info）で確認することができます。
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おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八女   イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

6 /24 ㈰ 川中美幸 コンサート
～人・うた・心～ （昼・夕方 2回公演 ）ハーモニー 12:30

16:30
（全席指定）一般 6,000 円

おりなす友の会5,500 円  おりなす八女 22・5332

7/8 ㈰ 八女市スポーツ・健康づくりフェスタ おりなす
八女

10:00～
15:30 無料 八女市

健康推進課 23・1201

7/10(火)
人権セミナー八女 2018 講演会
演題：「部落差別はなぜ起きるのか」 
講師：西南女学院大学教授 新

しんや やすあき
谷恭明

はちひめ 19:30
無料（申込不要）

※託児(無料)をご希望の
方は 6/26(火)までにお申
込みください。

八女市
人権・同和教育課 23・2074

7/14 ㈯ おりなすシネマ 夏の上映会
「あ ん」河瀬直美監督 〈2回上映〉 はちひめ ①10:30

②14:00

一般 1,200 円／友の会
1,000 円（当日各 300円増）
中学生・障がい者 800円
小学生以下無料

おりなすシネマ
市民プロジェクト

（事務局）
090・
1080・0988

7/14 ㈯ 第19回 みんなで歌おうボンモマン
　　　　　　   （幸せなひととき）

八女
文化会館 14:00 無料 サウスハーモニカグルー

プ「竹取物語」（末石） 23・3366

7/15 ㈰ 大正琴・文化箏 のぞみ演奏会　 はちひめ 13:30 無料 のぞみ会（野上）
090・
3603・9149

7/16(月祝) 豊晃吟道会 吟詠予選大会 八女
文化会館 10:00 無料 豊晃吟道会（師範

／事務局 : 牛島） 23・4727

7/21 ㈯

人権のまちづくり市民の集い 2018
講演会
演題：「新ちゃんのお笑い人権高座」
講師：露の新治さん（落語家）

ハーモニー 14:00
無料

※託児( 無 料 ) をご希望の
方は 7/6(金)までにお申
込みください。

八女市
人権・同和政策課 23・1490

6 月・7 月 イベント情報
主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

～カーネギーホールやウィーン公演を成功させた
　東京アマポーラ合唱団と一緒に歌いましょう～

プロムナードコンサート
壇 遼

はるか

みやま市出身のギター演奏家。
県内外各地で演奏活動を行っ
ている。ギター教室主宰。

6/22(金)１9:00開演
桜カフェ　　入場無料

世界最高峰のオーケストラ  ベル・フィルの名手が集結
ヨーロッパで快進撃を続ける注目のアンサンブル

ベルリン・フィルハーモニー弦楽五重奏団

7 /16(月・祝)１5:00開演
一般 4,000 円                                              

友の会 3,500 円                                             
高校生以下 1,000円                                              

モーツァルト／

チャイコフスキー／

サン = サーンス／

アンダンテ・カンタービレ
弦楽セレナード ハ長調

序奏とロンド・カプリチオーソ

＜プログラム＞

他

ハーモニーホール

（ 全席指定 )                                               

7/1(日)

7/14(土)

１4:00開演

１4:00開演

（ 全席自由 )                                               

（ 全席自由 )                                               

一般 1,000 円                                              

一般 1,000 円                                              

 （高校生以上）  （3歳以上）中学生以下 500円

高校生以下 500円                                              

ハーモニーホール

ハーモニーホール

 チケット発売中

 チケット発売中

出演者　
■YOKACON リコーダー合奏団
　ドラゴンクエスト序曲 他

その他の出演者　
■東京アマポーラ混声合唱団／八女ジュニア合唱団
／八女女声合唱団マーミングコール

■YOKACON 市民合唱団
　合唱組曲『筑後川』全曲

山田芳子
（ソプラノ独唱） 歌ごえレクササイズ 八女の会

ゲスト　
■工藤真菜（ヴァイオリン）
■関家真一郎
　（マリンバ・パーカッション）

主催・お問合せ：YOKACON 実行委員  ☎ 090・9471・0461( 穐
あきた

田 )

主催：東京アマポーラ混声合唱団 ／ 歌ごえレクサ
サイズ八女の会 後援：八女市・八女文化連盟
お問合せ： ☎ 090・7536・1864 (馬場)

アイネ・クライネ・ナハトムジーク

平成29年7月九州北部豪雨災害復興支援
チャリティコンサート

チケット
好評発売中



※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています広報八女 2018［平成30年］6月15日号

　「
山
岳
画
家
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
日
本
の
名
山
を
描
き
続
け

た
田
崎
と
阿
蘇
山
の
出
会
い
は
、

八
女
中
学
校
（
現
県
立
八
女
高

等
学
校
）
時
代
に
行
っ
た
学
友

た
ち
と
の
徒
歩
旅
行
で
し
た
。

　
後
年
、「
山
が
私
の
身
体

の
中
に
飛
び
込
ん
で
し
ま
っ

た
」
と
表
現
す
る
ほ
ど
の
衝
撃

を
受
け
た
そ
う
で
す
が
、
阿

蘇
を
心
酔
す
る
が
故
に
な
か

な
か
描
く
こ
と
が
で
き
ず
、

本
格
的
に
描
き
始
め
た
の

は
50
歳
を
超
え
た
こ
ろ
で
し
た
。

画
家
と
し
て
の
技
術
の
準
備
が

整
い
、
阿
蘇
を
描
く
自
信
を
深

め
る
ま
で
、
数
十
年
の
月
日
を

要
し
た
の
で
す
。
こ
れ
以
降「
一

生
を
賭
け
た
テ
ー
マ
」
と
し
て

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
阿
蘇
山

を
描
き
続
け
ま
し
た
。

⃝

開
館 

９
時
～
17
時
15
分
〈
入
館
は

17
時
ま
で
〉
※
月
曜
休
館
〈
祝
日

の
場
合
は
翌
日
〉
⃝
入
館
無
料

「
田
崎
廣
助
美
術
館
」へ

行
っ
て
み
よ
う
！ 

㉓

（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／

☎
２
４・８
３
０
４
）

高森峠より見た阿蘇と根子岳
１９７３年頃　鉛筆・紙
（軽井沢　田崎美術館所蔵）

消
防
団
副
支
団
長
に
藍
綬
褒
章

　
５
月
18
日
㈮
、
八
女
市
消
防
団
矢
部
支
団

副
支
団
長
の
原
島
和
浩
さ
ん
が
藍
綬
褒
章
受

章
を
市
長
へ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
藍
綬
褒
章
は
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
防
災

活
動
に
献
身
的
に
努
力
し
、
消
防
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
し
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。
原
島

氏
は
、
入
団
か
ら

37
年
目
を
迎
え
、

平
成
27
年
か
ら

矢
部
支
団
の
副

支
団
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
受

章
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　防犯指導員委嘱式が5月11日㈮、八女警察署で
行われました。防犯指導員は、犯罪および事故のな
い明るい社会づくりを推進するため、警察機関や防
犯協会等と密接な連携を図り、犯罪等の未然防止の
ための防犯指導などを行っています。
　式では、田中八女警察署長が指導員一人一人に
委嘱状を交付しました。あいさつの中で「犯罪の認
知件数が戦後最低の数字となっていますが、防犯指
導員の活動の成果によるところが大きい」と話され
ました。続いて、三田村市長より「この広い八女市
では、高齢者世帯が多くなりました。地域の中で子
どもたちの見守りも重要です。指導員の地域に根ざ
した防犯活動を通じて、犯罪の無い明るい社会が実
現できることを期待しています」と激励しました。
　これから2年間、小・中学校の児童生徒や高齢者
に向けた防犯教室、街頭キャンペーン、地域防犯パ
トロール・街頭キャンペーンなどの活動を行っていた
だき、安全安心の地域づくりのため、活動していた
だきます。

　市民との協働によるまちづくり提案事業成果報告会・意
見交換会「協働カフェ」が5月26日㈯、おりなす八女は
ちひめホールで開催され、約70人が参加しました。平成
29年度にまちづくりに関する事業の提案を採択された18
団体は、八女市への移住定住プロジェクトライブの開催や、
希少種ブッポウソウの営巣調査研究など、地域の魅力を
生かしたまちづくり活動の成果を報告しました。その後は、
参加者同士がそれぞれの活動やまちづくりについて自由に
意見交換し、互いの交流を深めました。参加者は、用意さ
れたジュースやお菓子を飲食しながら、まちづくりのアイ
デアや課題について活発に意見を出し合っていました。

八女の安全安心のために。
防犯指導員委嘱式を実施

◦市内の防犯指導員(敬称略・順不同)
髙田龍介（上陽町）・田中忠信（星野村）・坂本弘敏
（立花町）・山中洋一（矢部村）・橋爪哲也（吉田）・
馬場 猛（上陽町）・合原博人（黒木町）・森松 堅（星
野村）・轟 静子（矢部村）・原島しのぶ（矢部村）・
井手保臣（黒木町）・椿原 淳（黒木町）

「協働カフェ」で
まちづくりの成果を共有




